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５年６か月、時間が動かない新聞販売暑　浪江町








町なみはそのまま、しかし無人　富岡町





�


飯館村役場の前に設置されている放射線量測定器





�


「いつか帰らん　愛のふるさと」　飯館村役場の壁





�


町なみはそのまま、しかし無人　富岡町





�


卒業式準備中に時間が止まった　富岡第二中学校の講堂





�


帰還困難区域への通行止めを示す看板





▼「一度は現場に行ってみよう」の運動を


　東つつじヶ丘　丸山重威





  今年３月の「第３回原発と人権全国研究交流集会」以来の福島だったが、これまで、いわきや南相馬から個別に見たり、飯舘の話を聞いたりして来たのとは違って、全体像をかなりつかめた感じがしている。


  「原発と人権」の集会では、壊れた福島第一原発について、「燃料を抜き出して、一つずつ分解して廃炉にし、最終的には更地にする」という収拾方針と、「除染を繰り返してきれいにし、避難した住民を帰し、むかし同様のコミュニティを取り戻す」という、国と東電の２つの方針は、地域の状況にも、技術的、経済的にも現実に対応しておらず、大きく転換すべきだ、ということが明らかになった。


  ところが、そうした抜本的な政策は、とにかく無責任に、「あとは野となれ山となれ」で、経済的負担を逃れようとする政府と「原子力村」の姿勢の中で全く進まず、ただただ、ものを考えずに、補償を切るための住民帰還政策をゴリ押しし、ロボットだの氷の遮蔽壁だのとうまくいかないことに金をつぎ込む政策が続いている。


　このうち、まず、被災者の帰還問題は、既に、「帰れるから帰れ」といわれても「「帰りたいが帰れない。帰ったら生活が成り立たないし、子どもについては命に関わる」という状況は、まさにいま何とかしなければならない問題だ。実際に、帰還可能になったところでも、実際に帰った人は10％に満たないし、補償問題については、この年末から来年春にかけて幾つかの裁判の判決が予定されている。


　こんな状況は置き去りにして、既定の政策を強制的に進め、やたらに原発再稼働を進める政府のおかしさは、明らかだが、これを是正させるのは、日本中の世論が、現場を見て、現場の住民の要求を自分たちのものにして、「原発ノー」の声を広げるしかない。


　全国に広がる被爆者や、一度は広島、長崎に、という運動が原水爆禁止の世論を作ったように、全国に広がった福島からの避難者とともに、国民みんな、「一度は現場に行ってみよう」の運動を広げ、「原爆ノー」の世論で政治を変えたい。


　ツアーは、そんな運動の始まりだと考えたい。
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